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平成30年10月29日

発行元

舞鶴市議会
新政クラブ議員団
責任者／岸田 圭一郎vol.9
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新政レポート

今西　克己 上野　修身 岸田圭一郎 鯛　　慶一 水嶋　一明眞下　隆史福村　暉史 和佐谷　寛

平成２９年度一般会計・特別会計決算を認定
３つのまちづくりの推進と台風災害からの復興・復旧を評価
平成２９年度一般会計・特別会計決算を認定
３つのまちづくりの推進と台風災害からの復興・復旧を評価

　平成３０年舞鶴市議会９月定例会は、８月２８日から１０月３日までの３７日間にわたって開催され、市長からは平成２９年度一般会
計の認定をはじめとする３１議案が提出され、また、市議会からは舞鶴市議会基本条例の制定をはじめとする２議案が提出され、慎重
な審議を経てすべての議案が可決及び認定されました。
　市長からは平成２９年度の一般会計決算は、市税や地方消費税交付金など歳入が減少するなかではあるが、基金等を活用するな
ど「心豊かに暮らせるまちづくり」「安心のまちづくり」「活力あるまちづくり」の３つの重点項目に沿って創意工夫と多様な連携のもと
数々の事業をはじめ、台風災害被害からの早期復旧・復興にも精力的に取り組み、実質収支は８,３６９万円となり、昭和５０年度以降
連続黒字決算になったとの説明がありました。
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２,８３９,８００
２,６０３,８９９

３３５,７３２
２１,０２６

単位：千円

単位：千円 単位：千円

単位：千円

２８年度

２９年度 ２８年度

水道事業会計

収 　 入

１,８９３,８０９

支 　 出

１,５５８,４２９

単位：千円病院事業会計

収 　 入

９２９,６８３

支 　 出

９２９,６６２

●議員報酬経費
●情報化推進事業
●引揚の史実継承事業
●まちなか暮らし推進事業
●国民健康保険事業会計繰出金
●介護保険事業会計操出金
●健康増進計画推進事業
●病院事業会計補助
●農村移住・交流促進事業
●漁村再生交付金事業
●西地区浸水対策事業
●中心市街地活性化事業
●特色ある教育環境づくり支援事業
●校舎等改修事業
●農地災害復旧事業
●公共施設災害復旧事業
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議会としての最高規範である「議会基本条例」を制定
これまでの積極的な活動を継続、決して後戻りしないことを約束
議会としての最高規範である「議会基本条例」を制定
これまでの積極的な活動を継続、決して後戻りしないことを約束

　舞鶴市議会では、平成２２年１２月からの第１８期において本会議のインターネット中継や市民の皆さんとの意見交換会な
どを実施するとともに、市民に開かれた議会の実現や監視機能の強化など、様々な取組を行ってきました。さらに、平成２６年
１２月からの第１９期におきましては、今後の目指すべき方向性と基本方針を明確にして活動していくことにより、議会・議員と
市民の皆さんが議会活動の全体像を把握することができ、議会活動を総合的かつ効果的に進めていくことができるものと考
え、その活動指針となる「第１９期舞鶴市議会活動基本計画」を策定いたしました。この計画の基本となる目標を、一つ「市民に
開かれた議会」、二つ「議会機能の充実」、三つ「効率的・効果的な議会運営」として、その実現のために２４項目の具体的な取
組項目を掲げ４年間活動してまいりました。
　そこで、この活動基本計画の一項目である「議会基本条例の検討」についての審議を、平成２８年１２月から、本格化させ、議会
運営委員会において、数多くの議論を重ね制
定する方向性を決定したのち、平成２９年１２
月からは、ワーキンググループを立ち上げ、条
文の素案を作成し、これをたたき台として平成
３０年２月には市民の皆さんとの意見交換会
を実施、さらに６月にはパブリック・コメント手
続制度に基づく意見募集などを実施し、今回
の舞鶴市議会としての最高規範である「舞鶴
市議会基本条例」を制定するに至りました。

　上記の議会基本条例については、前文及び第１章のみ掲載いたしました。第２章第３条以降の条文については、舞鶴市議
会のホームページなどでご確認ください。

　日本国憲法に定める地方自治の本旨に基づき、二元代表制の下、その一翼を担う議会は、住民の負託に応える責
務があります。
　舞鶴市議会は、その責務を果たすため、市民の多様な意見を的確に把握し、市民本位の立場で議会活動に取り組
むとともに、舞鶴市長その他の執行機関に対する監視及び評価機能の充実を図り、議事機関として最善の意思を決
定する必要があります。
　このような観点から、舞鶴市議会及び舞鶴市議会議員は、地方分権の時代にふさわしい役割を果たすため、舞鶴
市議会活動基本計画の策定・実施をはじめとする各種の改革に取り組んできました。
　ここに、私たちは、これまで積み重ねてきたこれらの取組をより確かなものとし、これまでにも増して公正性及
び透明性を高めるとともに、「市民に開かれた議会」、「議会機能の充実」及び「効率的・効果的な議会運営」を実現す
るための取組に邁進することにより、市民福祉の向上と市勢の発展に尽くすことを固く決意し、舞鶴市議会の最高
規範として、舞鶴市議会基本条例を制定します。

第１章　総則
（目的）
第１条　　この条例は、二元代表制の下、舞鶴市議会（以下「議会」という。）に関する基本的事項を定め、議会及び

舞鶴市議会議員（以下「議員」という。）がその担うべき役割を的確に果たすことにより、市民の負託に応
え、もって市民福祉の向上及び市勢の発展に寄与することを目的とする。

（最高規範性）
第２条　　議会は、議会に関する他の条例、規則等を解釈し、又は制定し、改正し、若しくは廃止するときは、この

条例の趣旨を尊重し、この条例に定める事項との整合を図らなければならない。

第２章　議会及び議員の活動の原則
　　　　（第３条 ～ 第７条）
第４章　市長等と議会との関係
　　　　（第１１条 ～ 第１５条）
第６章　議員の定数及び報酬
　　　　（第２３条）

第３章　市民と議会との関係
　　　　（第８条 ～ 第１０条）
第５章　議会の機能強化
　　　　（第１６条 ～ 第２２条）
第７章　条例の確実な履行及び見直し
　　　　（第２４条 ・ 第２５条）

議会運営委員会での協議の様子

舞鶴市議会基本条例

市民との意見交換会の様子
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議会は常任委員会の「名称」及び「所管事項」等を改正
新政クラブ議員団は、しっかりと審議、しっかりした判断を約束！
議会は常任委員会の「名称」及び「所管事項」等を改正
新政クラブ議員団は、しっかりと審議、しっかりした判断を約束！

１０月７日を「舞鶴引き揚げの日」とする条例が制定される１０月７日を「舞鶴引き揚げの日」とする条例が制定される

　我々新政クラブ議員団は、自治体全体で「市民の福祉の向
上を追い求め、「住みよい自治体づくり」に取り組むため、議会
及び議員もその役割を担う活動をするべきと考えています。
また、議会基本条例は、制定しなければならないというもの
ではありませんが、議会の更なる飛躍を得るため、一定のルー
ルづくりが必要であると考えていることから、今回の「議会基
本条例」の制定に賛成いたしました。そもそも、舞鶴市議会に
は、他市町村議会から見ても引けを取らない「議会活動基本
計画」が策定されており、わが会派に所属する議員は、この計
画の目標として定めた２５項目の内容に沿って４年間活動して
まいりました。

　さらに、議会基本条例をすでに制定している市へも視察に
出かけ、課題点を調査・研究し解決に向けての努力もしてまい
りました。任期残り２年となった２９年度から、議会運営委員
会で議論されてきた中で、わが会派は、積極的に推進すると
いう立場を明確にし、意見を述べてまいりました。議論の中に
は、議会活動基本計画があるのに何故今、議会基本条例を制
定しなければならないのかなどの意見もありましたが、これま
で実施してきた活動をもとに、「議会基本条例」を制定しよう
というものであることから、これまでの活動を決して後戻りさ
せないことを市民の皆さま方に約束する意味でも、条例化す
ることに意義を感じ賛成しました。

“新政クラブ議員団”が議会基本条例の制定に賛成した理由

引き揚げ史実の継承を約束する
若浦中学校の生徒代表

引き揚げ史実の勉強が必要と述べる
大浦・朝来小学校の児童代表

　舞鶴市議会では、今回の市議会議員選挙（平成３０年１１月１１日告示、１１月１８日投開票）において、定数が２人減の２６人
となることや、審議の効率化を図ることなどの理由で、第２０期からは、議員が所属しなければならない常任委員会の名称、委
員定数及び所管事項等を変更することとしました。詳細は、次のとおりです。

　舞鶴市は、昭和２０年１０月７日に引揚船「雲仙丸」が
入港してから、昭和３３年に最後の引揚船が入港するま
での１３年間にわたり、海外からの引揚者約６６万人と
遺骨約１万６千柱を市を挙げて迎え入れた歴史を有す
ることから、引揚体験者や市民等と共に、引揚げ及びシ
ベリア抑留の史実を継承するとともに、舞鶴特有の歴
史に鑑み、世界の恒久平和を念願して、１０月７日を「舞
鶴引き揚げの日」とする条例が制定されました。

条例制定後初めての平和祈念式典が開催される条例制定後初めての平和祈念式典が開催される

⑴ 市長公室の所管に属する事項
⑵ 政策推進部の所管に属する事項
⑶ 総務部の所管に属する事項
⑷ 会計管理者の所管に属する事項
⑸ 消防の所管に属する事項
⑹ 前各号に掲げる事項に関連する事項
⑺ 他の常任委員会に属しない事項
⑴ 産業振興部の所管に属する事項
⑵ 建設部の所管に属する事項
⑶ 上下水道部の所管に属する事項
⑷ 前３号に掲げる事項に関連する事項
⑴ 福祉部の所管に属する事項
⑵ 健康・子ども部の所管に属する事項
  （健康、保健衛生及び地域医療に関することに限る）
⑶ 市立舞鶴市民病院に属する事項
⑷ 前３号に掲げる事項に関連する事項
⑴ 市民文化環境部の所管に属する事項
⑵ 健康・子ども部の所管に属する事項
  （子育ての支援、保育及び幼児教育に関することに限る）
⑶ 教育委員会の所管に属する事項
⑷ 前３号に掲げる事項に関連する事項

予算及び決算に関する事項

７人

６人

６人

７人

２６人

総務消防委員会

産業建設委員会

福祉健康委員会

市民文教委員会

予算決算委員会

委員定数
改 正 後

所管事項名　称

７人

７人

７人

７人

２７人

総務文教委員会

経済消防委員会

民生環境委員会

建設委員会

予算決算委員会

委員定数
現  行

所管事項名　称

市長公室、政策推進部、総
務部、会計管理者及び教育
委員会の所管に属する事
項並びにそれに関連する
事項並びに他の常任委員
会に属しない事項

産業振興部及び消防の所
管に属する事項並びにそ
れに関連する事項

市民文化環境部、福祉部、
健康・子ども部及び市立舞
鶴市民病院の所管に属す
る事項並びにそれに関連
する事項

建設部及び上下水道部の
所管に属する事項並びに
それに関連する事項

予算及び決算に関する事項
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和佐谷議員の質問項目

福村議員の質問項目

９月定例会で和佐谷議員が代表質問を
　　　　福村・今西・眞下・鯛議員が一般質問を行う
９月定例会で和佐谷議員が代表質問を
　　　　福村・今西・眞下・鯛議員が一般質問を行う

　平成２９年度舞鶴市一般会計決算の認定については、歳出で
は「移住・定住促進担当課長」を配置されたことで、移住・定住
の環境整備に大きな成果が表れ、「舞鶴引揚記念館」を活用し
た史実の継承事業でも先進事例として高い評価を受け、歴史・
文化の振興にも取り組まれた。さらに「みなと振興・クルーズ客
船誘致担当課長」が着地型観光の重要性を訴え、様々な効果が
表れており、「健康寿命延伸担当課長」を配置することで、市民
への健康づくりへの意識づけが図られたことが、予算決算委員
会の分科会質疑で理解することができました。さらに、歳入では、
個人市民税は給与所得者の増加で増額となったものの市税全
般では減額となり、人口減少が避けられない現状では税等の増
収の見込みは非常に困難であるなか、持続可能な健全財政へ
の取り組みを推進されてきたことを評価し、賛成としました。

　次に平成２９年度舞鶴市水道事業会計決算の認定について
は、２８年度に水道料金を平均１１％値上げしたことで、増収が
図られたと認識するが、今後、節水対策等により水道の使用量
が減少することが予想され、積極的な健全経営を求め賛成とし
ました。
　平成２９年度舞鶴市病院事業会計決算の認定については、新
たな「京都府中丹地域医療再生計画」に基づいた「療養型病床」
に特化した市民病院は、他の公的３病院と連携を図りながら、
地域のニーズに対応し、患者の受け入れ、診療報酬単価の増加
にも努めていること、さらに不採算医療でもある「へき地医療」
も担っていることを認識し評価する。しかし、赤字経営でいいの
ではなく、より一層の経営改善を期待し、持続可能な病院運営
となるよう健全化を求めました。

“新政クラブ議員団”が決算認定等に賛成した理由と要望

１．本市の財政運営について
⑴ 現状と課題について
⑵ 平成３１年度に向けた政策運営について
２．平成３１年度に向けた重点施策について
⑴ 舞鶴版地方創生事業について
⑵ 行財政改革について
⑶ 移住定住の促進の取組について
⑷ 農地集積・集約化推進事業について

⑸ 企業誘致と市内産業の育成について
⑹ 明治１５０年関連事業と今後の取組に
ついて

３．自然災害に対する取り組みについて
⑴ 舞鶴西市街地における総合的な治水
対策について

⑵ 由良川緊急治水対策について
⑶ 地域産業の復旧強化支援について

今西議員の質問項目

鯛議員の質問項目
１．公共工事入札制度について
⑴ 全国の入札制度について
⑵ 舞鶴市の現状について
⑶ 最低制限価格について
⑷ 予定価格について
⑸ 競争入札を行わない契約
について

２．舞鶴市民病院の運営につ
いて
⑴ 平成２９年度の運営状況及び過去の運営状況について
⑵ 一日平均患者数について
⑶ 加佐診療所について
⑷ 医業収支について

１．行財政改革について
⑴ 市財政の現状について
⑵ 今後の人口・高齢化予測
と市政への影響について

⑶ 人口減少と高齢化を踏ま
えた今後の財政の見通し
と健全化に向けた取り組
みについて

⑷ 人事改革による効果と今後の展開について
２．危機管理対策について
⑴ マイタイムラインについて
⑵ 要配慮者の避難について
⑶ 原子力防災について 眞下議員の質問項目

１．製造業の雇用状況について
⑴ 市内製造業の景気状況
について

⑵ 働き手不足の現状にかか
る市の取組状況について

２．市内のレスリング・柔道競
技の強化について
⑴ ウズベキスタン訪問団の
検証について

⑵ 市内レスリング・柔道競技の現状について
⑶ 舞鶴市ホームページの多言語化状況について
３．健康づくり施策について
⑴ 国保ペアマッチウォーキングについて
⑵ 産学公連携事業について
４．公用車の燃費細分化について
・災害時における公用車燃料の適正化の考えについて

１．由良川水防災対策について
⑴ 輪中堤の内水の現状に
ついて

⑵ 排水ポンプ車の配備に
ついて

⑶ 治山ダムの放流等につ
いて

２．閉校中の施設の転利活用
について
・転利活用の現状について

３．教育について
・特別支援教育の取組について


